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概要

このドキュメントは、Cisco Intelligent Automation for Cloud プラットフォーム内のシステム メッ
セージを一覧で示して説明します。システム ソフトウェアは動作中に、これらのメッセージをポ
ータル ユーザ インターフェイス（また、メッセージによってはシステムのユーザに）に送信しま
す。ただし、すべてのメッセージがシステムの問題を表すとは限りません。一部のメッセージは
単に情報を提供するのみですが、推奨される修正が付いているため問題の診断に役立つメッセー
ジもあります。Cisco Intelligent Automation for Cloud 内でのサービス実行が失敗すると、事前定
義されたエラー コードが障害ポイントで割り当てられて返されるため、ユーザは発生した現象を
すばやく正確にトラブルシューティングできます。このドキュメントでは、定義されたすべての



エラー コードおよびその説明と、可能な修正方法を一覧で示します。

はじめに

要件

この情報は、Cisco Intelligent Automation for Cloud の日常の動作中に発生した特定のエラーを理
解するために、クラウド プロバイダー テクニカル管理者が使用することを目的としています。エ
ンドユーザがクラウド サービスを要求して問題が発生した場合、表示されたエラー コードおよび
メッセージを使用してカスタマー サポートに連絡してください。

使用するコンポーネント

このドキュメントは、Cisco Intelligent Automation for Cloud バージョン 3.0 ～ 3.1.1 に関するも
のです。

関連製品（オプション）

このドキュメントは、Cisco Intelligent Automation for Cloud バージョン 3.0 ～ 3.1.1 に関するも
のです。

表記法

ドキュメントの表記法の詳細は、「シスコ テクニカル ティップスの表記法」を参照してください
。

エラー コード体系

IAC 内のエラー コードは、次に示す上位レベルの分類に分かれています。

書式 説明
1xxx Cloud Portal Web サービス関連の障害
2xxx 一般的なプロセスの障害
3xxx 未使用、予約済み
4xxx 未使用、予約済み
5xxx その他の障害または検証

6xxx Cisco Network Systems Manager（NSM）関連
の障害

7xxx Cisco Server Provisioner 関連の障害
8xxx Cisco UCS または物理サーバ関連の障害
9xxx ハイパーバイザ関連の障害

1000 Cloud Portal Web サービス関連の障害

関連
動作

エラー
の説明 可能な修復方法

http://www.cisco.com/en/US/tech/tk801/tk36/technologies_tech_note09186a0080121ac5.shtml


変更
要求
の更
新

Cloud
Portal
変更要
求の更
新に失
敗しま
した。

変更要求のタスク ID を確認します。要求
にタスク ID への無効な参照が含まれてい
る場合もあります。

サー
ビス
要求
ノー
トの
追加

Cloud
Portal
サービ
ス要求
へのメ
モの追
加に失
敗しま
した。

変更要求のタスク ID を確認します。要求
にタスク ID への無効な参照が含まれてい
る場合もあります。

Web
HTT
P 要
求

Cloud
Portal
サーバ
への
HTTP
接続の
オープ
ンに失
敗しま
した。

要求先の URI とパラメータを確認します
。また、目的の Cloud Portal サービスの
エージェントが開始されていることを確
認します。

Web
HTT
P 要
求

nsAPI
認証に
失敗し
ました
。

nsapi ユーザが正しい組織ユニットのメ
ンバーであることを確認します。

サー
ビス
要求
パラ
メー
タの
更新

Cloud
Portal
サービ
ス要求
の更新
に失敗
しまし
た。

サービス要求のタスク ID を確認します。
要求にタスク ID への無効な参照が含まれ
ている場合もあります。

Web
HTT
P 要
求

RAPI
認証に
失敗し
ました
。

RAPI ユーザのユーザおよびパスワード
を確認します。

Web
HTT
P 要
求

RAPI
権限に
障害が
発生し
ました
。

RAPI ユーザのグループ メンバーシップ
を確認します。

サー Cloud サービス要求の完了のマークが以前付け



ビス
要求
の実
行

Portal
サービ
ス要求
に完了
のマー
クを付
けられ
ません
でした
。

られていないことを確認します。

一般
的な
Web
サー
ビス
の障
害

Web
サービ
スの実
行エラ
ーです
。

要求先の URI とパラメータを確認します
。また、目的の Cloud Portal サービスの
エージェントが開始されていることを確
認します。

SO
AP
障害
の検
出

無効な
SOAP
データ
が返さ
れまし
た。

要求されたデータの要求パラメータと組
織ユニットを確認します。サービス項目
のサービス要求アクションに対してアク
ションを要求している場合、アクション
が以前完了したものでないことを確認し
ます。たとえば、サービス要求に完了の
マークがすでに付いていることがありま
す。

サー
ビス
項目
の更
新

要求さ
れたサ
ービス
項目の
更新に
失敗し
ました
。

サービス項目の組織ユニットを確認
します。

●

サービス項目が存在することを確認
します。

●

サー
ビス
項目
デー
タの
取得

要求さ
れたサ
ービス
項目デ
ータの
取得に
失敗し
ました
。

サービス項目の組織ユニットを確認
します。

●

有効な応答が返されたがレコード数
が 0 の場合、SI テーブルのレコード
の OU が正しくない場合があります
。

●

サー
ビス
項目
の作
成

要求さ
れたサ
ービス
項目の
作成に
失敗し
ました
。

含まれるすべてのフィールドは大文
字の正しいスペルであることが必要
で、Name フィールドは必須です。

●

Name フィールドに重複がないこと
を確認します。すべての Names は
完全に一意である必要があります。

●

サー 要求さ まだ存在しないレコードは更新でき●



ビス
項目
の更
新

れたサ
ービス
項目の
更新に
失敗し
ました
。

ません。
含まれるすべてのフィールドは大文
字の正しいスペルであることが必要
で、Name フィールドは必須です。
変更のないフィールドはそのままに
なりますが、フィールドが送信され
てブランクの場合、SI レコードのそ
のフィールドの内容をブランクに変
更します。

●

ドロップボックスの位置が最近変更
された場合、CIM File Import -
Service Item エージェントを再起動
します。

●

サー
ビス
項目
の削
除

要求さ
れたサ
ービス
項目の
削除に
失敗し
ました
。

サービス項目の組織ユニットを確認
します。

●

サービス項目が存在することを確認
します。

●

テー
ブル
検出
XML
によ
るサ
ービ
ス項
目の
更新

要求さ
れたサ
ービス
項目の
更新に
失敗し
ました
。

サービス項目の組織ユニットを確認
します。

●

サービス項目が存在することを確認
します。

●

要求に不正な XML が含まれていた可
能性があります。その項目名または
データに、不正な XML の原因となる
特殊文字が含まれていないことを確
認します。たとえば <>&[]"' などです
。

●

サー
ビス
要求
の送
信

Cloud
Portal
サービ
ス要求
の送信
に失敗
しまし
た。

目的の Cloud Portal サービスのエー
ジェントが開始されていることを確
認します。

●

要求された Cloud Portal サービスの
名前を確認します。

●

Cloud Portal サービス要求のパラメ
ータを確認します。

●

プロ
パテ
ィに
よる
サー
ビス
項目
の削
除

サービ
ス項目
を削除
できま
せんで
した。

削除するサービス項目が存在することを
確認します。クラウド サービス ポータル
ユーザのクレデンシャルを確認します。

NSA NSAPI インフラストラクチャ テーブルを正しく



PI
ホー
ム
OU
の確
認

ユーザ
のホー
ム OU
がクラ
ウド管
理者の
組織で
はあり
ません
。

取り込むには、NSAPI ユーザのホーム
OU がクラウド管理者の OU と一致する
必要があります。ホーム OU が一致する
ように変更します。

2000 一般的なプロセスの障害

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

プロセ
ス名 エラーの説明 可能な修復方法

2
0
0
0

保存さ
れた同
期デー
タの設
定

保存された同期
データの設定プ
ロセスの一般的
な障害です。

オブジェクト タイプに特
殊文字が何も含まれてい
ないことを確認します。

2
0
0
1

古い同
期デー
タのリ
セット

古い同期データ
のリセット プロ
セスの一般的な
障害です。

オブジェクト タイプに特
殊文字が何も含まれてい
ないことを確認します。

2
0
0
2

リース
管理の
初期化

リース管理の初
期化プロセスの
一般的な障害で
す。

リース入力パラメータに
有効な日付が含まれてい
ることを確認します。

2
0
0
3

古い同
期デー
タの取
得

古い同期データ
の取得プロセス
の一般的な障害
です。

オブジェクト タイプに特
殊文字が何も含まれてい
ないことを確認します。

2
0
0
4

クラウ
ド ポー
タル更
新サー
ビス要
求履歴

クラウド ポータ
ル更新サービス
要求履歴の一般
的な障害です。

サービス要求が存在する
ことを確認します。

2
0
0
5

サービ
ス項目
定義
XML の
作成

サービス項目定
義 XML の作成の
一般的な障害で
す。

入力データに不正な XML
の原因となる特殊文字が
何も含まれていないこと
を確認します。たとえば
<>&[]"' などです。

2
0
0

サービ
ス項目
XML の

サービス項目
XML の作成プロ
セスの一般的な

入力データに不正な XML
の原因となる特殊文字が
何も含まれていないこと



6 作成 障害です。 を確認します。たとえば
<>&[]"' などです。

2
0
0
7

Cisco
PO グロ
ーバル
変数の
設定

Cisco PO グロー
バル変数の設定
プロセスの一般
的な障害です。

入力データに不正な XML
の原因となる特殊文字が
何も含まれていないこと
を確認します。たとえば
<>&[]"' などです。

2
0
0
8

vSphere
Powers
hell の
インス
トール
のクエ
リ

vSphere
Powershell のイ
ンストールのク
エリ プロセスの
一般的な障害で
す。

Windows レジストリ
にクエリを実行する
ための正しい権限を
ユーザが持っている
ことを確認します。

●

PowerCLI 5.1 以降が
インストールされて
いることを確認しま
す。

●

4000 その他の障害

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

関
連
動
作

エラーの説
明 可能な修復方法

40
02

We
b
HT
TP
要
求

nsAPI 認証
が失敗しま
した。

nsapi ユーザが正しい組織ユニッ
トのメンバーであることを確認し
ます。

5000 その他の障害

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

関連動
作 エラーの説明 可能な修復方法

5
0
0
0

XPAT
H クエ
リ

期待された値が見
つかりませんでし
た。

必須としてリストさ
れたすべてのパラメ
ータがソース XML に
あることを確認しま
す。

●

ソース XML に不正な
XML の原因となる特
殊文字が何も含まれ
ていないことを確認

●



します。たとえば
<>&[]"' などです。

5
0
0
1

ターゲ
ットの
検出

ターゲットの検出
に失敗しました。

指定した条件に一致する
ターゲットが存在するこ
とを確認します。

5
0
0
2

リース
要求の
作成

新規リース要求の
作成に失敗しまし
た。

入力パラメータに不正な
XML の原因となる特殊文
字が何も含まれていない
ことを確認します。たと
えば <>&[]"' などです。

5
0
0
3

Windo
ws
Power
Shell
スクリ
プトの
実行

Windows
PowerShell スク
リプトの実行に失
敗しました。

スクリプトの構文エ
ラーが含まれていな
いことを確認します
。

●

スクリプトの実行に
使用されるユーザ名
およびパスワードを
確認します。

●

サーバが期待された
とおり接続を閉じた
ことを示すメッセー
ジが Connect-
VIServer cmdlet に存
在する場合、プロト
コルがポートに一致
することを確認しま
す。たとえば、ポー
トが 443 の場合、プ
ロトコルは https であ
る必要があります。

●

5
0
0
4

Windo
ws コ
マンド
の実行

Windows コマン
ドの実行に失敗し
ました。

実行するコマンドを
確認します。

●

作業ディレクトリが
正しいこと、および
存在することを確認
します。

●

5
0
0
5

UNIX
または
Linux
SSH
コマン
ドの実
行

SSH コマンドの
実行に失敗しまし
た。

実行するコマンドを
確認します。

●

作業ディレクトリが
正しいこと、および
存在することを確認
します。

●

コマンド ライン引数
を確認します。

●

ターミナル セッショ
ンが開いていて有効

●



であることを確認し
ます。

5
0
0
6

無効な
ターゲ
ット

ターゲットが見つ
からないか、ター
ゲットの種類が無
効です。

ターゲット名を確認
します。

●

ターゲットの種類が
動作のターゲットに
一致することを確認
します。

●

5
0
0
7

サービ
ス要求
のキャ
ンセル

Cloud Portal サー
ビス要求のキャン
セルに失敗しまし
た。

サービス要求のタス
ク ID を確認します。

●

目的の Cloud Portal
サービスのエージェ
ントが開始されてい
ることを確認します
。

●

要求された Cloud
Portal サービスの名前
を確認します。

●

Cloud Portal サービス
要求のパラメータを
確認します。

●

5
0
0
8

すでに
存在す
る VM

名前を持つ VM が
すでに存在します
。

VM の名前を確認しま
す。

●

ターゲット VM の名
前を変更します。

●

既存の VM の名前を
変更します。

●

5
0
0
9

ping
IP アドレスへの
ping に失敗しまし
た。

IP アドレスまたはホ
スト名が正しいこと
を確認します。

●

ICMP 要求に応答する
ようターゲットが設
定されていることを
確認します。

●

ファイアウォールが
ICMP 要求をブロック
していることがあり
ます。

●

5
0
1
0

NS ル
ックア
ップ

ホスト名の検証に
失敗しました。

ホスト名が正しいこ
とを確認します。

●

DNS サーバのホスト
レコードが存在して
正しいことを確認し
ます。

●

Cisco Process
Orchestrator サーバの
DNS 設定が正しいこ

●



とを確認します。
5
0
1
1

ランタ
イム ユ
ーザの
検出

ランタイム ユー
ザの検出に失敗し
ました。

ランタイム ユーザの名前
が正しいこと、および存
在することを確認します
。

5
0
1
2

ランタ
イム ユ
ーザの
更新

ランタイム ユー
ザの更新に失敗し
ました。

ランタイム ユーザの
名前が正しいこと、
および存在すること
を確認します。

●

更新に対して指定さ
れたプロパティが、
ランタイム ユーザの
種類について正しい
ことを確認します。

●

5
0
1
3

ランタ
イム ユ
ーザの
削除

ランタイム ユー
ザの削除に失敗し
ました。

ランタイム ユーザの
名前が正しいことを
確認します。

●

ランタイム ユーザが
まだ削除されていな
いことを確認します
。

●

5
0
1
4

ターゲ
ットの
更新

ターゲットの更新
に失敗しました。

ターゲット名が正し
いこと、および存在
することを確認しま
す。

●

指定されたターゲッ
トについて、ターゲ
ットの種類が正しい
ことを確認します。

●

5
0
1
5

ターゲ
ットの
削除

ターゲットの削除
に失敗しました。

ターゲット名が正し
いこと、および存在
することを確認しま
す。

●

ターゲットがまだ削
除されていないこと
を確認します。

●

5
0
1
6

無効な
電源操
作

無効な電源操作が
指定されました。

オン、オフ、リセット以
外の電源操作が要求され
ました。

5
1
0
0

グロー
バル変
数 -
Cloud
Portal
Drop
Locatio
n

空き（存在しませ
ん）。

グローバル変数 Cloud
Portal Drop Location が空
白であるか、無効な値が
含まれています。



5
1
0
1

未使用    

6000 Cisco Network Services Manager（NSM）関連の障害

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

関連動作 エラーの説明
可能な
修復方
法

60
00

プロバイダーの
作成

NSM でのプロバイダー
作成に失敗しました。  

60
01 テナントの作成    

60
02

外部ネットワー
クの作成    

60
03 TNC の作成    

60
04 ゾーンの作成    

60
05

外部ネットワー
ク接続の作成    

60
06

ネットワーク セ
グメントの作成    

7000 Cisco Server Provisioner 関連の障害

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

関連する
動作とア
クション

エラーの説明 可能な修復方法

7
0
0
0

MAC 固有
のプロビ
ジョニン
グ ロール
の作成

MAC 固有のプロ
ビジョニング ロ
ールの作成に失
敗しました。

同じ名前のロール
が存在しないこと
を確認します。

●

ロール パラメータ
が正しいことを確
認します。

●

7
0
0
1

MAC 固有
のプロビ
ジョニン
グ ロール
の削除

MAC 固有のプロ
ビジョニング ロ
ールの削除に失
敗しました。

ロールの MAC アド
レスが正しいこと
を確認します。

●

ロールがまだ削除
されていないこと
を確認します。

●



7
0
0
2

操作のタ
イムアウ
ト

操作が時間どお
りに完了しませ
んでした。

操作の実行エラーか同
時タスクが多すぎます
。

7
0
0
3

MAC 固有
のプロビ
ジョニン
グ ロール
の検索

MAC 固有のプロ
ビジョニング ロ
ールの検索に失
敗しました。

ロールの MAC アド
レスが正しいこと
を確認します。

●

ロールが存在する
ことを確認します
。

●

7
0
0
4

プロビジ
ョニング
ロール テ
ンプレー
トの検索

プロビジョニン
グ ロール テン
プレートの検索
に失敗しました
。

テンプレート名が
正しいことを確認
します。

●

ロールが存在する
ことを確認します
。

●

7
0
0
5

許可 APID
の生成

APID の生成に
失敗しました。

Cisco Server
Provisioner 用のランタ
イム ユーザのユーザ名
とパスワードが正しい
ことを確認します。

8000 Cisco UCS または物理サーバ関連の障害

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

関連動作 エラーの説明 可能な修復方法

8
0
0
0

UCS サー
ビス プロフ
ァイルの関
連付け

UCS サービ
ス プロファ
イルの関連付
けに失敗しま
した。

サービス プロファイル名
とサービス プール名が有
効で存在することを確認
します。

8
0
0
1

UCS VLAN
と vNIC の
関連付け

UCS VLAN
と vNIC の関
連付けに失敗
しました。

vNIC 名、VLAN 名、また
はネイティブ VLAN 名が
有効で存在することを確
認します。

8
0
0
2

サービス テ
ンプレート
へのプロフ
ァイルのバ
インド

サービス テ
ンプレートへ
の UCS サー
ビス プロフ
ァイルのバイ
ンドに失敗し
ました。

サービス プロファイル名
とサービス プール名が有
効で存在することを確認
します。

8
0
0

ブレードの
電源投入

電源をオンに
できません。

ブレード名が正しい
ことを確認します。

●

UCS Manager がブレ●



3 ードと通信できるこ
とを確認します。

8
0
0
4

UCS サー
バのブート

UCS サーバ
のブートに失
敗しました。

ブレード名が正しい
ことを確認します。

●

UCS Manager がブレ
ードと通信できるこ
とを確認します。

●

8
0
0
5

未使用    

8
0
0
6

未使用    

8
0
0
7

テンプレー
トからの
UCS サー
ビス プロフ
ァイルの作
成

テンプレート
からの UCS
サービス プ
ロファイルの
作成に失敗し
ました。

テンプレート名が有効で
存在することを確認しま
す。

8
0
0
8

UCS サー
ビス プロフ
ァイルの削
除

UCS サービ
ス プロファ
イルの削除に
失敗しました
。

サービス プロファイル名
が有効で存在することを
確認します。

8
0
0
9

UCS サー
ビス プロフ
ァイルの関
連付けの解
除

UCS サービ
ス プロファ
イルの関連付
けの解除に失
敗しました。

サービス プロファイル名
が有効で存在することを
確認します。

8
0
1
0

UCS VLAN
と vNIC の
関連付けの
解除

UCS VLAN
と vNIC の関
連付けの解除
に失敗しまし
た。

サービス プロファイ
ル名が有効で存在す
ることを確認します
。

●

VLAN が vNIC に関連
付けられていること
を確認します。

●

8
0
1
1

未使用    

8
0
1
2

UCS 管理
対象オブジ
ェクトの検
出

UCS 管理対
象オブジェク
トの検出に失
敗しました。

Cisco Server Provisioner
用のランタイム ユーザの
ユーザ名とパスワードが
正しいことを確認します
。

8
0 未使用    



1
3
8
0
1
4

未使用    

8
0
1
5

未使用    

8
0
1
6

UCS サー
バ設定の取
得

UCS サーバ
設定の取得に
失敗しました
。

ブレード名が正しい
ことを確認します。

●

UCS Manager がブレ
ードと通信できるこ
とを確認します。

●

8
0
1
7

未使用    

8
0
1
8

UCS サー
ビス プロフ
ァイルの変
更

UCS サービ
ス プロファ
イルの変更に
失敗しました
。

サービス プロファイル名
が有効で存在することを
確認します。

8
0
1
9

未使用    

8
0
2
0

UCS サー
バのリセッ
ト

UCS サーバ
のリセットに
失敗しました
。

ブレード名が正しい
ことを確認します。

●

UCS Manager がブレ
ードと通信できるこ
とを確認します。

●

8
0
2
1

UCS サー
バのシャッ
トダウン

UCS サーバ
のシャットダ
ウンに失敗し
ました。

ブレード名が正しい
ことを確認します。

●

UCS Manager がブレ
ードと通信できるこ
とを確認します。

●

  未使用    
8
0
2
3

未使用    

8
1
0
0

ブレードが
未割り当て

ブレードが未
割り当てです
。

ブレードにプロファイル
が割り当てられていませ
ん。プロファイルを割り
当ててください。

8
1

ブレードが
存在しない

ブレードが見
つかりません

ブレード名が正しい●



0
1 。

ことを確認します。
UCS Manager がブレ
ードと通信できるこ
とを確認します。

●

ブレードがシャーシ
に挿入されているこ
とを確認します。

●

9000 ハイパーバイザ関連の障害

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

関連動
作 エラーの説明 可能な修復方法

9
0
0
0

VM ハ
ードデ
ィスク
の追加

VM ハードデ
ィスクの追加
に失敗しまし
た。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

データストアに新しいデ
ィスクのための十分な空
き領域があることを確認
します。

●

9
0
0
1

VM の
クロー
ニング

VM のクロー
ニングに失敗
しました。

同時クローニングが多す
ぎます。既存のクローニ
ング要求が完了するまで
待機してください。

●

データストアに十分な空
き領域があることを確認
します。

●

9
0
0
2

VM ネ
ットワ
ーク ア
ダプタ
の追加

ネットワーク
アダプタの追
加に失敗しま
した。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

選択したポート グループ
がアップリンク ポートグ
ループではないことを確
認します。

●

9
0
0
3

VM の
再設定

VM の再設定
に失敗しまし
た。

VM が電源オフの状態であるこ
とを確認します。

9
0
0
4

VM ネ
ットワ
ーク ア
ダプタ
の更新

VM ネットワ
ーク アダプ
タの更新に失
敗しました。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

ポート グループ名が正し
いこと、および存在する
ことを確認します。

●

選択したポート グループ
がアップリンク ポートグ
ループではないことを確
認します。

●



9
0
0
5

VM の
電源オ
ン

VM の電源を
オンにできま
せん。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

VM が電源オフの状態であ
ることを確認します。

●

9
0
0
6

Linux
VM の
カスタ
マイズ

Linux VM の
カスタマイズ
に失敗しまし
た。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

VMware ツールがインス
トールされ開始されてい
ることを確認します。

●

9
0
0
7

VM ネ
ットワ
ーク ア
ダプタ
のクエ
リ

VM ネットワ
ーク アダプ
タのクエリに
失敗しました
。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

VM にネットワーク アダ
プタがあること、および
有効なポートグループに
接続されていることを確
認します。

●

9
0
0
8

VM の
電源オ
フ

VM の電源を
オフにできま
せん。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

VM が電源オンの状態であ
ることを確認します。

●

9
0
0
9

VM ネ
ットワ
ーク ア
ダプタ
の追加

VM にネット
ワーク アダ
プタを追加で
きませんでし
た。

VM が電源オフの状態であ
ることを確認します。

●

選択したポート グループ
がアップリンク ポートグ
ループではないことを確
認します。

●

9
0
1
0

VM ネ
ットワ
ーク ア
ダプタ
のクエ
リ

VM のクエリ
に失敗しまし
た。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

VM のフル パスが正しい
ことを確認します。

●

VM が別のフォルダまたは
リソース プールに移動さ
れていないことを確認し
ます。

●

9
0
1
1

VM デ
バイス
のクエ
リ

VM デバイス
のクエリに失
敗しました。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

VM のフル パスが正しい
ことを確認します。

●

VM が別のフォルダまたは
リソース プールに移動さ
れていないことを確認し
ます。

●

9
0
1
2

VM プ
ロパテ
ィのク
エリ

VM プロパテ
ィのクエリに
失敗しました
。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

VM のフル パスが正しい
ことを確認します。

●

VM が別のフォルダまたは●



リソース プールに移動さ
れていないことを確認し
ます。

9
0
1
3

Windo
ws VM
のカス
タマイ
ズ

Windows VM
のカスタマイ
ズに失敗しま
した。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

VMware ツールがインス
トールされ開始されてい
ることを確認します。

●

9
0
1
4

VM の
クエリ

VM のクエリ
に失敗しまし
た。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

VM のフル パスが正しい
ことを確認します。

●

VM が別のフォルダまたは
リソース プールに移動さ
れていないことを確認し
ます。

●

9
0
2
1

VM ハ
ードデ
ィスク
の更新

VM ハードデ
ィスクの更新
に失敗しまし
た。

VM が電源オフの状態であるこ
とを確認します。

9
0
2
2

ホスト
の追加

ホストの追加
に失敗しまし
た。

vCenter がホストと通信で
きることを確認します。

●

ホストのユーザ名および
パスワードが正しいこと
を確認します。

●

9
0
2
3

ホスト
の除去

ホストの除去
に失敗しまし
た。

ホストのホスト名が正しいこ
とを確認します。

9
0
2
4

VM ツ
ールの
アップ
グレー
ド

VM ツールの
アップグレー
ドに失敗しま
した。

VMware ツールがインストー
ルされ開始されていることを
確認します。

9
0
2
5

新しい
VM の
作成

新しい仮想サ
ーバの作成に
失敗しました
。

同じ名前の VM が存在し
ないことを確認します。

●

VM 名に空白文字または
<>&[]"' などの無効な文字
が含まれていないことを
確認します。

●

データストアに十分な空
き領域があることを確認
します。

●

9
0
2
6

VM の
削除

VM の削除に
失敗しました
。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

VM のフル パスが正しい
ことを確認します。

●



VM が別のフォルダまたは
リソース プールに移動さ
れていないことを確認し
ます。

●

VM が電源オフの状態であ
ることを確認します。

●

9
0
2
7

リソー
ス プー
ルの列
挙

リソース プ
ールの列挙に
失敗しました
。

リソース プール名が正し
いことを確認します。

●

リソース プールが存在す
ることを確認します。

●

9
0
2
8

スナッ
プショ
ットの
復元

スナップショ
ットの復元に
失敗しました
。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

VM のフル パスが正しい
ことを確認します。

●

VM が別のフォルダまたは
リソース プールに移動さ
れていないことを確認し
ます。

●

スナップショットが存在
することを確認します。

●

9
0
2
9

スナッ
プショ
ットの
作成

スナップショ
ットの作成に
失敗しました
。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

VM のフル パスが正しい
ことを確認します。

●

VM が別のフォルダまたは
リソース プールに移動さ
れていないことを確認し
ます。

●

データストアに十分な空
き領域があることを確認
します。

●

9
0
3
0

スナッ
プショ
ットの
削除

スナップショ
ットの削除に
失敗しました
。

VM の名前が正しいことを
確認します。

●

VM のフル パスが正しい
ことを確認します。

●

VM が別のフォルダまたは
リソース プールに移動さ
れていないことを確認し
ます。

●

スナップショットが存在
することを確認します。

●

9
0
3
1

ネット
ワーク
の列挙

ネットワーク
の列挙に失敗
しました。

vCenter ランタイム ユー
ザのユーザ名とパスワー
ドが正しいことを確認し
ます。

●

拡張されたターゲット プ
ロパティ

●



vSphere.PowerCLI.Passw
ord および
vSphere.PowerCLI.User
を更新します
（vCenter ターゲットの
[Extended Properties] タブ
を使用）。

●

9
0
3
2

データ
ストア
の列挙

データストア
の列挙に失敗
しました。

vCenter ランタイム ユー
ザのユーザ名とパスワー
ドが正しいことを確認し
ます。

●

拡張されたターゲット プ
ロパティ
vSphere.PowerCLI.Passw
ord および
vSphere.PowerCLI.User
を更新します

●

（vCenter ターゲットの
[Extended Properties] タブ
を使用）。

●

9
0
3
3

クラス
タの列
挙

クラスタの列
挙に失敗しま
した。

vCenter ランタイム ユー
ザのユーザ名とパスワー
ドが正しいことを確認し
ます。

●

拡張されたターゲット プ
ロパティ
vSphere.PowerCLI.Passw
ord および
vSphere.PowerCLI.User
を更新します

●

（vCenter ターゲットの
[Extended Properties] タブ
を使用）。

●

9
0
3
4

データ
センタ
ーの列
挙

データセンタ
ーの列挙に失
敗しました。

vCenter ランタイム ユー
ザのユーザ名とパスワー
ドが正しいことを確認し
ます。

●

拡張されたターゲット プ
ロパティ
vSphere.PowerCLI.Passw
ord および
vSphere.PowerCLI.User
を更新します

●

（vCenter ターゲットの
[Extended Properties] タブ
を使用）。

●

9 ホスト VM ホストの vCenter ランタイム ユー●



0
3
5

の列挙 列挙に失敗し
ました。

ザのユーザ名とパスワー
ドが正しいことを確認し
ます。
拡張されたターゲット プ
ロパティ
vSphere.PowerCLI.Passw
ord および
vSphere.PowerCLI.User
を更新します

●

（vCenter ターゲットの
[Extended Properties] タブ
を使用）。

●

9
0
3
6

VM テ
ンプレ
ートの
クエリ

VM テンプレ
ートのクエリ
に失敗しまし
た。

vCenter ランタイム ユー
ザのユーザ名とパスワー
ドが正しいことを確認し
ます。

●

vCenter ターゲットの
[Extended Properties] タブ
を使用して、拡張された
ターゲット プロパティ
vSphere.PowerCLI.Passw
ord および
vSphere.PowerCLI.User
を更新します。

●

9
0
3
7

VM ホ
ストの
メンテ
ナンス
モード
の開始

メンテナンス
モードの開始
に失敗しまし
た。

実行中のすべての VM がホス
トから待避したことを確認し
ます。

9
0
3
8

ホスト
のシャ
ットダ
ウン

シャットダウ
ンに失敗しま
した。

ホストのホスト名が正し
いことを確認します。

●

vCenter がホストと通信で
きることを確認します。

●

9
0
3
9

VM ホ
ストの
メンテ
ナンス
モード
の終了

メンテナンス
モードの終了
に失敗しまし
た。

ホストのホスト名が正し
いことを確認します。

●

vCenter がホストと通信で
きることを確認します。

●

9
0
4
0

VM ホ
スト プ
ロファ
イルの
適用

VM ホスト プ
ロファイルの
適用に失敗し
ました。

ホスト プロファイルがホ
ストに関連付けられてい
ることを確認します。

●

ホスト プロファイル名が
有効で存在することを確
認します。

●

9
0

VM ホ
スト プ

VM ホスト プ
ロファイルの

ホスト プロファイル名が有効
で存在することを確認します



4
1

ロファ
イルの
関連付
け

関連付けに失
敗しました。 。

9
0
4
2

VM ホ
スト プ
ロファ
イルの
作成

VM ホスト プ
ロファイルの
作成に失敗し
ました。

vCenter との通信に問題がある
か、vCenter ターゲットのユー
ザ名またはパスワードが正し
くありません。

9
0
4
3

ホスト
のクエ
リ

ホストのクエ
リに失敗しま
した。

指定されたホスト名が vCenter
内の有効なホストであること
を確認します。

9
0
4
4

未使用    

9
0
4
5

未使用    

9
0
9
9

VMToo
l の確
認

VMware ツー
ルがインスト
ールされてい
ません。

VMware ツールがインストー
ルされ開始されていることを
確認します。

9
1
0
0

ネット
ワーク
アダプ
タが見
つから
ない

ネットワーク
アダプタが見
つかりません
。

VM にネットワーク アダプタ
がありません。ネットワーク
アダプタを追加します。

9
1
0
1

未使用    

9
1
0
2

未使用    

システム健全性のエラー コード

VMware vCenter サーバ

接続テスト

Cisco Process Orchestrator 内で作成された VMware vCenter サーバ ターゲットおよびランタイ
ム ユーザを検証します。保管されたログイン クレデンシャルを使用して、VMware vCenter サー
バ ターゲットに対する Cisco Process Orchestrator の接続性を確認します。



エラー

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

エラーの考えられ
る原因 修復

61
01

接続されない。
VMware vCenter
サーバへの接続に
失敗しました。

接続の作成中に Cisco Cloud
Portal に入力する VMware
vCenter サーバの詳細を確認し
ます。

61
02

接続されない。
VMware vCenter
サーバへの接続に
失敗しました。

Cisco Cloud Portal 内に
VMware vCenter サーバ ターゲ
ットを作成するために指定され
る VMware vCenter サーバ ログ
イン クレデンシャルにアクセス
権があることを確認します。

読み取りテスト

VMware vCenter サーバに存在する ESXi ホストにクエリを実行することによって、指定されたロ
グイン クレデンシャルが VMware vCenter サーバへの読み取りアクセス権限を持つことを検証し
ます。

エラー

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

エラーの考えられ
る原因 修復

6
2
0
1

接続（読み取り専
用）：VMware
vCenter サーバの
ログイン クレデン
シャルが、
VMware vCenter
サーバからの情報
を読み取れません
でした。

指定された VMware vCenter サ
ーバのログイン クレデンシャル
が VMware vCenter サーバ内の
適切なオブジェクトへのアクセ
ス権限を持つことを確認します
。

書き込みテスト

Power CLI を使用して、VMware vCenter サーバ ランタイムが VMware vCenter サーバに書き込
みアクセス権を持つことを検証します。書き込みアクセス権限は、オペレーティング システムを
持たない小さい仮想マシンを作成し、作成された仮想マシンを削除することによって検証できま
す。

エラー



エ
ラ
ー
コ
ー
ド

エラーの考えられ
る原因 修復

6
3
0
1

接続（読み取り専
用）：VMware
vCenter サーバのロ
グイン クレデンシ
ャル（読み取りお
よび書き込み用
）。

指定された VMware vCenter サ
ーバのログイン クレデンシャル
が VMware vCenter サーバ内の
適切なオブジェクトへの書き込
み権限を持つことを確認します
。

6
3
0
2

接続（読み取り専
用）：ESXi ホスト
が見つかりません
。

VMware vCenter サーバ内の
ESXi ホストが、Cisco Cloud
Portal 内のホスト名に一致する
か検証します。ホストが一致し
ない場合、登録済みの VMware
vCenter サーバにあるホストの
検出のための cloudsync 検出を
実行します。

Cisco Server Provisioner

接続テスト

Cisco Process Orchestrator 内で作成された Cisco Server Provisioner ターゲットおよびランタイ
ム ユーザを検証します。保管されたログイン クレデンシャルを使用して、Cisco Server
Provisioner ターゲットに対する Cisco Process Orchestrator の接続性を確認します。

エラー

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

エラーの考え
られる原因 修復

71
01

接続されない
。Cisco
Server
Provisioner へ
の接続に失敗
しました。

接続の作成中に Cisco Cloud Portal
に入力する Cisco Server Provisioner
の詳細を確認します。

71
02

接続されない
。Cisco
Server
Provisioner へ
の接続に失敗
しました。

Cisco Cloud Portal 内で Cisco
Server Provisioner ターゲットを作成
するために指定される Cisco Server
Provisioner ログイン クレデンシャ
ルにアクセス権限があることを確認
します。ユーザは root で、有効なル
ート パスワードを持つ必要がありま



す。

読み取りテスト

プロビジョニング ロール テンプレートにクエリを作成することによって、指定されたログイン
クレデンシャルが Cisco Server Provisioner に対する読み取り権限を持つか検証します。

エラー

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

エラーの考えられる原
因 修復

7
2
0
1

接続（読み取り専用
）：読み取りと書き込
みのユーザ クレデンシ
ャル。

指定された Cisco Server
Provisioner ログイン クレデ
ンシャルが、保管されたプ
ロビジョニング テンプレー
トに対する読み取り権限を
持つことを確認します。

7
2
0
2

接続（読み取り専用
）：プロビジョニング
ロール テンプレートが
見つかりません。

Cisco Server Provisoner に
少なくとも 1 つの
Provisioning Template が定
義されていることを確認し
ます。

書き込みテスト

新しい MAC 固有のプロビジョニング ロールを作成し、作成した MAC 固有のプロビジョニング
ロールを削除することによって、Cisco Server Provisioner ランタイム ユーザが書き込み権限を持
つか検証します。

エラー

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

エラーの考えられる原因 修復

73
01

接続（読み取り専用）：読
み取りと書き込みのログイ
ン クレデンシャル。

ログイン クレデンシャ
ルが、適切な Cisco
Server Provisoner への
書き込み権限を持つか
検証します。

73
02

接続（読み取り専用
）：Cisco Server
Provisioner テンプレートが
見つかりません。

Cisco Server
Provisioner 内の Server
Provisioner テンプレー
トが、Cisco Cloud
Portal 内のホスト名に



一致するか検証します
。Server Provisioner テ
ンプレートが一致しな
い場合、Cisco Server
Provisioner にあるテン
プレートの検出のため
の cloudsync 検出を実
行します。

Cisco UCS Manager

接続テスト

Cisco Process Orchestrator 内で作成された Cisco UCS Manager ターゲットおよびランタイム ユ
ーザを検証します。保管されたログイン クレデンシャルを使用して、Cisco UCS Manager ター
ゲットに対する Cisco Process Orchestrator の接続性を確認します。

エラー

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

エラーの考えられ
る原因 修復

810
1

接続失敗：Cisco
UCS Manager に
接続できません。

接続の作成中に Cisco Cloud
Portal に入力する Cisco UCS
Manager の詳細を確認します。

読み取りテスト

Cisco UCS Manger サーバ設定を読み取ることによって、指定されたログイン クレデンシャルが
Cisco UCS Manager に対する読み取り権限があるか検証します。

エラー

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

エラーの考えられる原
因 修復

82
01

接続（読み取り専用
）：Cisco UCS
Manager サーバ設定を
読み取ることができま
せん。

指定された Cisco UCS
Manager ログイン クレデ
ンシャルが、適切な Cisco
UCS Manager に対して読
み取り権限を持つことを確
認します。

書き込みテスト



ダミーのサービス プロファイルを作成し、作成されたダミーのサービス プロファイルを削除する
ことによって、Cisco UCS Manager ランタイム ユーザが書き込み権限を持つか検証します。

エラー

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

エラーの考えられる原因 修復

83
01

接続（読み取り専用）：読み
取りと書き込みのユーザ ク
レデンシャル。

ログイン クレデンシ
ャルが、適切な Cisco
UCS Manager への書
き込み権限を持つか
検証します。

Cisco Process Orchestrator

接続テスト

指定されたログイン クレデンシャルを使用して、Cisco Process Orchestrator ランタイム ユーザ
が Cisco Cloud Portal ターゲットに接続できるか検証します。

エラー

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

エラーの考えら
れる原因 修復

910
1

接続失敗：ラン
タイム ユーザを
検証できません
。

Cisco Process Orchestrator ラ
ンタイム ユーザおよびそのクレ
デンシャルを確認します。

読み取りテスト

Web サービス API を使用して Cisco Cloud Portal サービス項目データを取得することによって、
Cisco Process Orchestrator のランタイム ユーザが Cisco Cloud Portal への読み取り権限を持つ
か検証します。

エラー

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

エラーの考えられる原因 修復



92
01

接続（読み取り専用
）：Cisco Cloud Portal か
らサービス項目データを
読み取ることができませ
ん。

ランタイム ユーザおよ
び nsAPI ユーザのログイ
ン クレデンシャルが、
Cisco Cloud Portal への
アクセス権限を持つか検
証します。また、Cisco
Process Orchestor およ
び Cisco Cloud Portal で
Web サービスが使用可
能かどうかも検証します
。

書き込みテスト

Cisco Cloud Portal Adapter を使用してサービス項目を作成または更新することによって、ランタ
イム ユーザが書き込み権限を持つか検証します。

エラー

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

エラーの考えられる原因 修復

93
01

接続（読み取り専用
）：読み取りと書き込み
のユーザ クレデンシャル
。

ランタイム ユーザと
Cisco Cloud Portal アダ
プタのユーザ クレデンシ
ャルが適切な Cisco
Cloud Portal へのアクセ
ス権限を持つか検証しま
す。また、Cisco Process
Orchestor および Cisco
Cloud Portal サーバで
Web サービスが使用可能
かどうかも検証します。

システム健全性チェック

プラットフォーム要素の検証

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

関連する
動作とア
クション

エラーの説明 可能な修復方法

5
0
0

ターゲッ
トの検出

ターゲットの
検出に失敗し
ました。

指定した条件に一致するタ
ーゲットが存在することを
確認します。



1

注：検証は、ステータスと要素の現在のステータスの説明を返すように設計されており、ターゲ
ットが見つからない場合のみエラーを生成します。検証によって生成されるステータスと説明の
一覧を次に示します。

ステー
タス 説明 可能な修復方法

接続さ
れず

VCenter への接続に
失敗しました。

CP および PO で定
義される vCenter を
検証します。

●

ユーザ クレデンシャ
ルが適切な vCenter
へのアクセス権限を
持つか検証します。

●

接続さ
れず

読み取りと書き込み
のユーザ クレデンシ
ャル。

ユーザ クレデンシャル
が適切な vCenter および
適切なデータストアへの
アクセス権限を持つか検
証します。

接続
（読み
取り専
用）

読み取り専用のユー
ザ クレデンシャル。

ユーザは VCenter また
はデータストアへの読み
取り権限のみ持ちます。

接続
（読み
取り専
用）

サーバをプロビジョ
ニングできません。

vCenter 理由コードが返
されます。vCenter のド
キュメントを参照してく
ださい。

接続中 検証が成功しました
。  

接続さ
れず

UCS に接続できませ
ん。

CP および PO で定
義される UCS を検
証します。

●

ユーザ クレデンシャ
ルが適切な UCS へ
のアクセス権限を持
つか検証します。

●

接続さ
れず

読み取りと書き込み
のユーザ クレデンシ
ャル。

ユーザ クレデンシャル
が適切な UCS Manager
へのアクセス権限を持つ
か検証します。

接続
（読み
取り専
用）

サービス プロファイ
ルをプロビジョニン
グまたは作成できま
せん。

これはほとんどの場合、
サービス プロファイル
をプロビジョニングする
UCS 上でユーザが正し
いロールを持っていない
ことが原因です。

接続中 検証が成功しました
。  



接続さ
れず

CSP サービスに接続
できません。

CSP が CP および
PO ターゲットで正
しく定義されている
か検証します。

●

ユーザ クレデンシャ
ルが適切な CSP へ
のアクセス権限を持
つか検証します。

●

接続さ
れず

APID ユーザが存在し
ません。

ユーザは CSP 上の
APID と関連付けられる
必要があり、APID また
はユーザが一致しないか
見つかりません。

接続
（読み
取り専
用）

サービス プロファイ
ルの作成に失敗しま
した。

APID に関連付けられた
ユーザが見つかって
CSP にログインできま
すが、サービス プロフ
ァイルを作成する権限が
ありませんでした。

接続中 検証が成功しました
。  

Orchestrator の確認

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

関連する
動作とア
クション

エラーの説明 可能な修復方法

5
0
0
1

ターゲッ
トの検出

ターゲットの
検出に失敗し
ました。

指定した条件に一致するタ
ーゲットが存在することを
確認します。

注：検証は、要素の現在のステータスのステータスと説明を返すように設計されており、ターゲ
ットが見つからない場合にのみエラーが発生します。検証によって生成されるステータスと説明
の一覧を次に示します。

ステータ
ス 説明 可能な修復方法

接続され
ず

CP Web ター
ゲットが到達
不能です。

ターゲット名およびユーザ ク
レデンシャルを検証します。

接続され
ず

RequestCente
r DB にアクセ
スできません
。

CP DB 設定を検証します。

接続（読 CP 内の SI を CP Web ターゲットへのアク



み取り専
用）

作成または更
新できません
。

セスに使用されるクレデンシ
ャルが、CP 内で正しいレベ
ルのアクセスを持っています
。

接続（読
み取り専
用）

接続に失敗し
ました。

CP Web ターゲットおよび
Cloud Portal API の拡張され
たターゲット プロパティに定
義されたユーザが次のもので
あるか確認します。

接続中 検証が成功し
ました。  

共有場所の確認

エ
ラ
ー
コ
ー
ド

関連する
動作とア
クション

エラーの説明 可能な修復方法

5
0
0
1

ターゲッ
トの検出

ターゲットの
検出に失敗し
ました。

指定した条件に一致するタ
ーゲットが存在することを
確認します。

注：検証は、要素の現在のステータスのステータスと説明を返すように設計されており、ターゲ
ットが見つからない場合にのみエラーが発生します。検証によって生成されるステータスと説明
の一覧を次に示します。

ステータス 説明 可能な修復方法

接続（読み取
り専用）

CIM インポー
ト障害です。

CP および PO の共有場
所アクセスを確認し、ユ
ーザ クレデンシャルを
確認します。

接続中 検証が成功し
ました。  

E メールの確認

注：CP 内で設定された SMTP サーバを経由して、指定されたユーザに E メールを送信します。

検証 説明 可能な修復方
法

E メール障害
の検証、PO
が E メール検
証に含まれて
いない。

E メールが所定の時間内
に受信されない場合、
CP 内で設定された
SMTP サーバが到達可能
で完全に機能するか確認
します。

E メール検証
が到達しない
場合：

CP によっ
て使用さ
れる

●



   

SMTP サ
ーバの設
定を検証
します。

クラウド インフラストラクチャの接続

クラウド インフラストラクチャの接続を実行中に HTTP 401 および HTTP 403 認証エラーを受け
取る場合、PO と CP の間の IIS 認証方式を確認します。認証設定は CP エージェントと PO Web
サービスについて同じであるべきです。

関連情報
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